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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水酸基含有モノ（メタ）アクリレート（ Ａ ）、炭素数８～２０のアルキル基含有モノ
（メタ） アクリレート（Ｂ） 、および多官能（メタ）アクリレートモノマー（Ｃ）を含
む重合成分、ならびに光重合開始剤を含む活性エネルギー線重合性接着剤であって、前記
活性エネルギー線重合性接着剤１００質量％中に前記水酸基含有モノ（メタ）アクリレー
ト（Ａ） を、５質量％を超え４０質量％以下、前記炭素数８～２０のアルキル基含有モ
ノ（メタ）アクリレート（Ｂ）を２ 質量％以上１ ５質量％未満含む、活性エネルギー線
重合性接着剤。
【請求項２】
　前記多官能（メタ）アクリレートモノマーが、２官能（メタ）アクリロイル基含有化合
物および３官能（メタ）アクリロイル基含有化合物からなる群より選択される１種以上を
含む、請求項１記載の活性エネルギー線重合性接着剤。
【請求項３】
　さらに、（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｄ）を含む、請求項１または２に記載の活
性エネルギー線重合性接着剤。
【請求項４】
前記（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｄ）を前記活性エネルギー線重合性接着剤１００
質量％中に１質量％以上３０質量％以下含む、請求項３記載の活性エネルギー線重合性接
着剤。
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【請求項５】
　さらにアルコキシシラン（Ｅ）を含む、請求項１～４いずれか１項に記載の活性エネル
ギー線重合性接着剤。
【請求項６】
　前記光重合開始剤が、光ラジカル重合開始剤および光カチオン重合開始剤からなる群よ
り選択される１種以上を含む、請求項１～５いずれか１項に記載の活性エネルギー線重合
性接着剤。
【請求項７】
　基材（Ａ）、請求項１～６いずれか１項に記載の活性エネルギー線重合性接着剤の硬化
物である接着層、および基材（ Ｂ ）を備えた、積層体。
【請求項８】
　偏光子、請求項１～６いずれか１ 項に記載の活性エネルギー線重合性接着剤の硬化物
で
ある接着層、および保護フィルムを備えた、偏光板。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、活性エネルギー線重合性接着剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）や有機ＥＬディスプレイ（ＯＬＥＤ）等のフラットパネル
ディスプレイ（ＦＰＤ）は、通常、外部光源からの反射を防ぐための反射防止フィルムや
、表示装置の表面の傷付き防止のための保護フィルム（プロテクトフィルム）など、用途
に応じて様々なフィルムが使用されている。例えば、ＬＣＤは、液晶セル用部材に偏光板
や位相差フィルムが積層されている。
【０００３】
　スマートフォンやタブレット端末等の携帯情報端末に使用されるＦＰＤは、タッチパネ
ルを設けて、入力デバイスとして使用されている。タッチパネルには、例えば、保護フィ
ルム、反射防止フィルムやＩＴＯ蒸着フィルム等の機能フィルムが使用されている。
【０００４】
　活性エネルギー線重合性接着剤は、これらのフィルムや部材を接着する積層体を製造す
るために使用されており、例えば、特許文献１には、アクリロイルオキシ基を有するイソ
シアヌル酸誘導体、水酸基を有する（メタ）アクリレート、シランカップリング剤、炭素
数５～１８個のアルキル基有する（メタ）アクリレートを含む活性エネルギー線重合性接
着剤が開示されている。また、特許文献２には、３官能のアクリロイルオキシ基を有する
イソシアヌル酸誘導体、ポリオールと脂環式ジイソシアネートおよびヒドロキシ（メタ）
アクリレートを反応させて得られるポリウレタン（メタ）アクリレート、γ―（メタ）ア
クリロキシプロピルトリメトキシシランを含む活性エネルギー線重合性接着剤が開示され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ＷＯ２０１１／１４５５２４号
【特許文献２】特開平５－１３２５３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ＦＰＤは、カーナビゲーションや各種表示用として自動車等の移動手段に搭載されてい
るが、これら移動手段は、砂漠等の高温環境でも使用されるためこれらの条件で長期間使
用されると、従来の活性エネルギー線重合性接着剤は、剥離強度が低下し、容易に剥離す
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る問題（以下、耐熱性）があった。
　また、液晶テレビやスマートフォンの防水性が向上し、入浴中にこれらの機器を使用す
る場合、従来の活性エネルギー線重合性接着剤は、熱水がかかると剥離強度が低下し、容
易に剥離する問題（以下、耐熱水性）があった。
　また、ＦＰＤの生産性を向上させるため、活性エネルギー線重合性接着剤を基材に塗工
する際、塗工速度を高める手法があるが、活性エネルギー線の照射量が不足して剥離強度
が低下する問題があった。
【０００７】
　本発明は、低照射量の活性エネルギー線で良好な剥離強度が得られ、耐熱性および耐熱
水性を有する積層体を形成できる活性エネルギー線重合性接着剤の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の活性エネルギー線重合性接着剤は、水酸基含有モノ（メタ）アクリレート（Ａ
）、炭素数８～２０のアルキル基含有モノ（メタ）アクリレート（Ｂ）、および多官能（
メタ）アクリレートモノマー（Ｃ）、ならびに光重合開始剤を含む。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明により低照射量の活性エネルギー線で良好な剥離強度が得られ、耐熱性および耐
熱水性を有する積層体を形成できる活性エネルギー線重合性接着剤を提供できる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　まず、本明細書で用いる用語を説明する。「活性エネルギー線」とは、紫外線、可視光
線、赤外線、エレクトロンビーム（ＥＢ）、および放射線を含む、化学反応を生じさせる
ための活性化に必要なエネルギーを提供できる広義のエネルギー線を意味する。本発明の
活性エネルギー線重合性接着剤は、上記活性エネルギー線の照射によって、重合反応が進
行し、接着層等の硬化物を形成する。
　また、「（メタ）アクリロイル」は、「アクリロイルおよびメタクリロイル」を含む。
「（メタ）アクリル酸」は、「アクリル酸およびメタクリル酸」を含む。「（メタ）アク
リレート」は、「アクリレートおよびメタクリレート」を含む。「（メタ）アクリロイル
オキシ」は、「アクリロイルオキシおよびメタクリロイルオキシ」を含む。「（メタ）ア
リル」は、「アリルおよびメタリル」を含む。「モノマー」は、「エチレン性不飽和結合
含有単量体」である。積層体を構成するフィルムおよび部材は、区別せず同義語とする。
活性エネルギー線重合性接着剤から形成した活性エネルギー線照射前の層を被膜、活性エ
ネルギー線照射後の層を接着層という。重合成分は、光重合開始剤以外の活性エネルギー
線重合性化合物である。
【００１１】
　本発明の活性エネルギー線重合性接着剤は、水酸基含有モノ（メタ）アクリレート（Ａ
）（以下、モノマー（Ａ）ともいう）、炭素数８～２０のアルキル基含有モノ（メタ）ア
クリレート（Ｂ）（以下、モノマー（Ｂ）、および多官能（メタ）アクリレートモノマー
（Ｃ）（以下、モノマー（Ｃ）ともいう）を含む重合成分、ならびに光重合開始剤を含み
、
　前記活性エネルギー線重合性接着剤１００質量％中に前記水酸基含有モノ（メタ）アク
リレート（Ａ）を、５質量％を超え４０質量％以下、前記炭素数８～２０のアルキル基含
有モノ（メタ）アクリレート（Ｂ）を２質量％以上１５質量％未満含む。
【００１２】
　本発明の活性エネルギー線重合性接着剤は、活性エネルギー線の照射によって、重合反
応が進行し、形成する接着層が様々な部材を接着し、積層体を形成できる。
【００１３】
　本発明の活性エネルギー線重合性接着剤は、疎水性が高い炭素数８～２０のアルキル基
を有するモノマー（Ｂ）を適量使用すると接着層の耐水性が向上する。さらにモノマー（
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Ａ）を適量併用すると、活性エネルギー線に対する感度が向上し、低照射量の活性エネル
ギー線で所望の剥離強度が得られるのに加え、耐熱水性が向上する。
【００１４】
　本発明の活性エネルギー線重合性接着剤は、活性エネルギー線に対する感度が向上する
ことで低照射量の活性エネルギー線で適度な重合が可能になったことで形成する接着層の
硬化収縮を抑制できる。さらに、硬化収縮に起因した基材の皺の発生を抑制できるため、
積層体の歩留まりが高まり、積層体の生産性が向上する。
【００１５】
＜活性エネルギー線重合性接着剤＞
　本発明の活性エネルギー線重合性接着剤（以下、「接着剤」ともいう）は、活性エネル
ギー線重合性接着剤１００質量％中モノマー（Ａ）を５質量％を超え４０質量％以下、モ
ノマー（Ｂ）を２質量％以上１５質量％未満、および多官能（メタ）アクリレートモノマ
ーを含む。
【００１６】
＜水酸基含有モノ（メタ）アクリレートモノマー（Ａ）＞
　水酸基含有モノ（メタ）アクリレートモノマー（Ａ）は、水酸基、および（メタ）アク
リロイル基をひとつ有するモノマーである。モノマー（Ａ）は、基材との親和性が高く密
着性が向上することで剥離強度の向上に寄与する。また、モノマー（Ａ）は、酸素阻害を
受けにくいことから活性エネルギー線の感度が優れるため低照射での重合性向上に寄与す
る。
【００１７】
　モノマー（Ａ）は、例えば、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（メタ）アク
リル酸２－ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸３－ヒドロキシプロピル、（メタ）
アクリル酸４－ヒドロキシブチル、（メタ）アクリル酸６－ヒドロキシヘキシル、（メタ
）アクリル酸８－ヒドロキシオクチル、シクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリ
ル酸エステル、（メタ）アクリル酸１２－ヒドロキシラウリル、（メタ）アクリル酸エチ
ル－α－（ヒドロキシメチル）等の単官能（メタ）アクリル酸グリセロール；
（メタ）アクリル酸グリシジルラウリン酸エステル等の脂肪酸エステル系（メタ）アクリ
ル酸エステル；
【００１８】
　シクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリレート、シクロヘキサンジエタノール
モノ（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピル（メタ）アクリレ
ート、２－ア（メタ）アクリロイルキシエチル－２－ヒドロキシエチル－フタル酸等の環
状（メタ）アクリル酸エステル；
これら水酸基を有するモノ（メタ）アクリレートにε－カプロラクトンを開環付加させて
合成した分子末端に水酸基を有する（メタ）アクリル酸エステル；
これら水酸基を有するモノ（メタ）アクリレートにエチレンオキサイド、プロピレンオキ
サイド、ブチレンオキサイドなどのアルキレンオキサイドを繰り返し付加したアルキレン
オキサイド付加（メタ）アクリル酸エステル等；の脂肪族（メタ）アクリル酸エステル等
が挙げられる。
【００１９】
　モノマー（Ａ）は、これらの中でも剥離強度および低照度剥離強度が優れる点で（メタ
）アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシプロピル、（メ
タ）アクリル酸３－ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸４－ヒドロキシブチルが好
ましい。
【００２０】
　モノマー（Ａ）は、接着剤１００質量％中を５質量％を超え４０質量％以下含むことが
好ましく、１０～３０質量％がより好ましい。
【００２１】
＜炭素数８～２０のアルキル基含有モノ（メタ）アクリレート（Ｂ）＞
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　炭素数８～２０のアルキル基含有モノ（メタ）アクリレート（Ｂ）ともいう）は、炭素
数が８～２０のアルキル基、および（メタ）アクリロイル基をひとつ有するモノマーであ
る。モノマー（Ｂ）は、炭素数８～２０のアルキル基を有するため疎水性が高く、耐水性
が向上する。また、接着剤を塗工後の被膜を柔らかくでき、被膜が基材と充分になじむた
め活性エネルギー照射後の剥離強度が向上する。さらに硬化収縮が小さいため皺を抑制し
積層体の歩留まりが向上する。
【００２２】
　モノマー（Ｂ）は、例えば、ステアリル（メタ）アクリレート、イソステアリル（メタ
）アクリレート、セチル（メタ）アクリレート、トリデシル（メタ）アクリレート、ラウ
リル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレ
ート、ノニル（メタ）アクリレート、イソノニル（メタ）アクリレート、ｎ―オクチル（
メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）
アクリレート等が挙げられる。
【００２３】
　モノマー（Ｂ）は、これらの中でも初期剥離強度が特に優れる面で、２－エチルヘキシ
ル（メタ）アクリレート、ノニル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレー
ト、ラウリル（メタ）アクリレートが好ましい。
【００２４】
　モノマー（Ｂ）は、接着剤１００質量％中を２質量％以上１５質量％未満含むことが好
ましく、４～１０質量％がより好ましい。
【００２５】
＜多官能（メタ）アクリレートモノマー（Ｃ）＞
　多官能（メタ）アクリレートモノマー（Ｃ）は、（メタ）アクリロイル基を二つ以上有
する、（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｄ）以外の化合物である。多官能（メタ）アク
リレートモノマーは、２官能（メタ）アクリレートモノマー、３官能（メタ）アクリレー
トモノマー、４官能以上の（メタ）アクリレートモノマーが好ましい。モノマー（Ｃ）は
、複数の（メタ）アクリレートを有するため重合性に優れ、接着層の架橋密度が向上する
ため耐熱性が向上する。
【００２６】
　２官能（メタ）アクリレートモノマーは、例えば、ペンタンジオールジ（メタ）アクリ
レート、1，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、１，４－ブタンジオールジ
（メタ）アクリレート、２，２－ジメチルプロパン－１，３－ジオールジ（メタ）アクリ
レート、ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ヘプタンジオールジ（メタ）アクリ
レート、ノナンジオールジ（メタ）アクリレート等の炭素数２～４のアルキレンオキシ基
を有しないジ（メタ）アクリレートモノマー；
　エチレンオキシ変性ペンタンジオールジ（メタ）アクリレート、プロピレンオキシ変性
ペンタンジオールジ（メタ）アクリレート、テトラメチレンオキシ変性ペンタンジオール
ジ（メタ）アクリレート、エチレンオキシ変性２，２－ジメチルプロパン－１，３－ジオ
ールジ（メタ）アクリレート、プロピレンオキシ変性２，２－ジメチルプロパン－１，３
－ジオールジ（メタ）アクリレート、テトラメチレンオキシ変性２，２－ジメチルプロパ
ン－１，３－ジオールジ（メタ）アクリレート、エチレンオキシ変性ヘキサンジオールジ
（メタ）アクリレート、プロピレンオキシ変性ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート
、テトラメチレンオキシ変性ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、エチレンオキシ
変性ヘプタンジオールジ（メタ）アクリレート、プロピレンオキシ変性ヘプタンジオール
ジ（メタ）アクリレート、テトラメチレンオキシ変性ヘプタンジオールジ（メタ）アクリ
レート等のアルキレンオキシ基を有するジ（メタ）アクリレートモノマー；
ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アク
リレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、エチレングリコールジ（
メタ）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラメチレング
リコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポ
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リプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリテトラメチレングリコールジ（メ
タ）アクリレート等の１種類のアルキレングリコールを有するジ（メタ）アクリレートモ
ノマー；
　エチレングリコール－プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリ
コール－プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコール－ジプロ
ピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリ（エチレングリコール－テトラメチレン
グリコール）ジ（メタ）アクリレート；等の２種類以上のアルキレンオキシ基を有するジ
（メタ）アクリレートモノマー；
イソシアヌル酸エチレンオキシ変性ジ（メタ）アクリレート、イソシアヌル酸プロピレン
オキシ変性ジ（メタ）アクリレート、イソシアヌル酸ブチルオキシ変性ジ（メタ）アクリ
レートおよびイソシアヌル酸ブチルオキシ変性ジ（メタ）アクリレートが挙げられる。
【００２７】
　３官能（メタ）アクリレートモノマーは、例えば、トリメチロールプロパントリ（メタ
）アクリレート、エチレンオキシ変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート
、プロピレンオキシ変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、テトラメチ
レンオキシ変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート等のトリ（メタ）アク
リレート、プロピレンオキシ２ｍｏｌ変性２，２－ジメチルプロパン－１、エチレンオキ
シ３ｍｏｌ変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、プロピレンオキシ３
ｍｏｌ変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールト
リ（メタ）アクリレート、プロピレンオキシ３ｍｏｌ変性グリセリン（メタ）アクリレー
ト、イソシアヌル酸エチレンオキシ変性トリ（メタ）アクリレート、イソシアヌル酸プロ
ピレンオキシ変性トリ（メタ）アクリレート、イソシアヌル酸ブチルオキシ変性トリ（メ
タ）アクリレートおよびイソシアヌル酸ブチルオキシ変性トリ（メタ）アクリレート等が
挙げられる。
【００２８】
　４官能以上の（メタ）アクリレートモノマーは、例えば、ジメチロールプロパンテトラ
（メタ）アクリレート、エチレンオキシ変性ジメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリ
レート、プロレンオキシ変性ジメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、テトラ
メチレンオキシ変性ジメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、ジトリメチロー
ルプロパンテトラ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレ
ート等が挙げられる。
【００２９】
　モノマー（Ｃ）は、これらの中でも低照度剥離強度および熱経時後剥離強度の面からジ
エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジプロピレングリコールジ（メタ）アクリ
レート、ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、プロピレンオキシ２ｍｏｌ変性２，
２－ジメチルプロパン－１，トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリメ
チロールプロパントリアクリレート、およびイソシアヌル酸エチレンオキシ変性ジ（メタ
）アクリレートが好ましい。
【００３０】
　モノマー（Ｃ）は、接着剤１００質量％中を１０～７０質量％含むことが好ましく、３
０～６５質量％がより好ましい。
【００３１】
　本発明の接着剤は、さらに（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｄ）を含むことができる
。（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｄ）は、重量平均分子量５００～１０００００、か
つ（メタ）アクリロイル基をふたつ以上有する公知の化合物である。（メタ）アクリレー
トオリゴマー（Ｄ）は、例えば、ポリウレタン系（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｄ１
）、ポリエステル系（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｄ２）、エポキシ系（メタ）アク
リレートオリゴマー（Ｄ３）が好ましい。（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｄ）を使用
すると剥離強度および耐熱性がより向上する。なお、本明細書における重量平均分子量は
、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）により、重量平均分子量が既知の
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ポリスチレンを標準物質として測定した値である。また、（メタ）アクリレートオリゴマ
ー（Ｄ）は、モノマー（Ａ）、モノマー（Ｂ）、モノマー（Ｃ）以外の化合物である。
【００３２】
＜ポリウレタン系（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｄ１）＞
　オリゴマー（Ｄ１）は、分子内にウレタン結合を有する化合物である。オリゴマー（Ｄ
１）は、例えば、２個以上のイソシアネート基を有する化合物と水酸基を有する化合物を
反応させて合成した末端にイソシアネート基を有する化合物に、水酸基を有する（メタ）
アクリル酸エステルを反応させて得ることができる。
【００３３】
　オリゴマー（Ｄ１）の市販品を挙げると、例えば、ＥＢＥＣＲＹＬ２１０、ＥＢＥＣＲ
ＹＬ２２０（以上、ダイセル・オルネクス社製）、ＣＮ９７８２、ＣＮ９７８３（以上、
ＳＡＲＴＯＭＥＲ社製）等の芳香族ポリウレタン系オリゴマー、紫光３０００Ｂ、紫光３
７００Ｂ（以上、日本合成化学工業社製）、ＥＢＥＣＲＹＬ２３０、ＥＢＥＣＲＹＬ２７
０、ＥＢＥＣＲＹＬ８４０２、ＥＢＥＣＲＹＬ８７０１（以上、ダイセル・オルネクス社
製）等の脂肪族ポリウレタン系オリゴマーが挙げられる。
【００３４】
＜ポリエステル系（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｄ２）＞
　オリゴマー（Ｄ２）は、分子内にエステル結合を有する化合物である。オリゴマー（Ｄ
２）は、例えば、ポリエステルを有する水酸基と、カルボキシル基を有する（メタ）アク
リレート（例えば、（メタ）アクリル酸など）とのエステル化反応により合成した化合物
である。
【００３５】
　オリゴマー（Ｄ２）の市販品を挙げると、例えば、ＣＮ２９６、ＣＮ２２０３、ＣＮ２
２５９、ＣＮ２２６１（以上、ＳＡＲＴＯＭＥＲ社製）、等の芳香族ポリエステル系オリ
ゴマー、ＣＮ２９４、ＣＮ２２７０、ＣＮ２２７１（以上、ＳＡＲＴＯＭＥＲ社製）等の
脂肪族ポリエステル系オリゴマーが挙げられる。
【００３６】
＜エポキシ系（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｄ３）＞
　オリゴマー（Ｄ３）は、エポキシ基を有する化合物のエポキシ基と、カルボキシル基ま
たは水酸基を有する化合物とを反応させた化合物である。オリゴマー（Ｄ３）は、原料由
来のエポキシ基が残留しても良いが、エポキシ基の全てをカルボキシル基や水酸基と反応
させた化合物が好ましい。
【００３７】
　オリゴマー（Ｄ３）の市販品を挙げると、例えば、ＣＮ１０４、ＣＮ１１０（以上、Ｓ
ＡＲＴＯＭＥＲ社製）、ＥＢＥＣＲＹＬ６００、ＥＢＥＣＲＹＬ３７０１（以上、ダイセ
ル・オルネクス社製）等の芳香族エポキシ系オリゴマー、ＣＮ１１１、ＣＮ１１３（以上
、ＳＡＲＴＯＭＥＲ社製）、ＥＢＥＣＲＹＬ８６０（ダイセル・オルネクス社製）等の脂
肪族エポキシ系オリゴマーが挙げられる。
【００３８】
　（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｄ）は、接着剤１００質量％中、１～３０質量％が
好ましく、２～１５質量％がより好ましい。（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｄ）を適
量使用すると高い架橋密度の接着層が得られるため剥離強度および耐熱性がより向上する
。
【００３９】
＜アルコキシシラン（Ｅ）＞
　本発明の接着剤は、さらに、アルコキシシラン（Ｅ）を含むことが好ましい。アルコキ
シシラン（Ｅ）は、アルコキシシリル基と他の反応性官能基を有するケイ素化合物であり
、主に接着助剤の役割を果たす。
【００４０】
　アルコキシシラン（Ｅ）は、例えば、γ－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン



(8) JP 6862995 B2 2021.4.21

10

20

30

40

50

、γ－メタクリロキシプロピルトリエトキシシラン、γ－メタクリロキシプロピルトリブ
トキシシラン、γ－メタクリロキシプロピルメチルジメトキシシラン、γ－メタクリロキ
シプロピルメチルジエトキシシラン等のメタクリロキシ基とアルキル基とアルコキシ基を
２つ有するシラン化合物；、
γ－アクリロキシプロピルトリメトキシシラン、γ－アクリロキシプロピルトリエトキシ
シラン、γ－アクリロキシプロピルメチルジメトキシシラン等のアクリロキシ基とアルキ
ル基とアルコキシ基を２つ有するシラン化合物；、
γ－メタクリロキシメチルトリメトキシシラン、γ－アクリロキシメチルトリメトキシシ
ランなどの（メタ）アクリロキシアルキル基とアルコキシ基を３つ有するシラン化合物；
、
ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリブトキシシラン、ビ
ニルメチルジメトキシシラン等のビニル基を有するアルコキシシラン；、
５－ヘキセニルトリメトキシシラン、９－デセニルトリメトキシシラン、スチリルトリメ
トキシシラン等のアルキル基とアルコキシ基を有するシラン化合物；、
γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、γ－
アミノプロピルメチルジメトキシシラン、γ－アミノプロピルメチルジエトキシシラン等
のアミノアルキル基とアルコキシ基を有するシラン化合物；、
γ－メルカプトプロピルトリメトキシシラン、γ－メルカプトプロピルトリエトキシシラ
ン、γ－メルカプトプロピルメチルジメトキシシラン、γ－メルカプトプロピルメチルジ
エトキシシラン、β－メルカプトメチルフェニルエチルトリメトキシシラン、メルカプト
メチルトリメトキシシラン、６－メルカプトヘキシルトリメトキシシラン、１０－メルカ
プトデシルトリメトキシシラン等のメルカプト基とアルコキシ基を有するシラン化合物；
、
テトラメトキシシラン、テトラエトキシシラン、テトラプロポキシシラン、テトラブトキ
シシラン等のテトラアルコキシシラン；、
３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジメト
キシシラン、３－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン、３－グリシドキシプロピル
メチルジエトキシシラン、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシ
シラン、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリエトキシシラン、５，６－
エポキシヘキシルトリメトキシシラン、５，６－エポキシヘキシルトリエトキシシラン等
のオキシラン環とアルコキシ基を有するシラン化合物；
その他、３－クロロプロピルメチルジメトキシシラン、３－クロロプロピルトリメトキシ
シラン、フェニルトリメトキシシラン、ヘキサメチルシラザン、ジフェニルジメトキシシ
ラン、１，３，５－トリス（３－トリメトキシシリルプロピル）イソシアヌレート、ビニ
ルトリス（２－メトキシエトキシ）シラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロ
ピルメチルジメトキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルトリメト
キシシラン、３－イソシアネートプロピルトリエトキシシラン等が挙げられる。
アルコキシシラン（Ｅ）は、単独または２種類以上を併用できる。
【００４１】
　アルコキシシラン（Ｅ）は、耐熱水性がより向上する面で、エポキシ基含有アルコキシ
シランが好ましい。エポキシ基含有アルコキシシランは、３－グリシドキシプロピルメチ
ルジメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジエトキシシラン、３－グリシド
キシプロピルトリエトキシシラン、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリ
メトキシシラン、５，６－エポキシヘキシルトリメトキシシランが好ましい。
【００４２】
　アルコキシシラン（Ｅ）は、接着剤１００質量％中、０．１～３０質量％が好ましく、
０．５～１０質量％がより好ましい。アルコキシシラン（Ｅ）を適量使用すると耐熱水性
がより向上する。
【００４３】
　本発明の接着剤は、さらにエポキシ化合物を含むことができる。エポキシ化合物はエポ
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キシ基を有する化合物である。なお、エポキシ基を有する化合物は、モノマー（Ａ）、モ
ノマー（Ｂ）、モノマー（Ｃ）、オリゴマー（Ｄ）、およびアルコキシシラン（Ｅ）以外
の化合物である。
【００４４】
　エポキシ化合物は、芳香族エポキシ化合物、脂肪族エポキシ化合物、脂環式エポキシ化
合物等が挙げられる。なお、エポキシ化合物は、アルコキシシラン（Ｅ）以外の化合物で
ある。
【００４５】
　芳香族エポキシ化合物は、例えば、ビスフェノ－ルＡジグリシジルエーテル、ビスフェ
ノ－ルＦジグリシジルエーテル、ビスフェノ－ルＳジグリシジルエーテル、ビスフェノ－
ルＡプロピレンオキサイド付加物のジグリシジルエーテル、フェノ－ルノボラックエポキ
シ、クレゾ－ルノボラックエポキシ、ビフェニル型エポキシ、レゾルシンジグリシジルエ
ーテル、フェニルグリシジルエーテル、フェノ－ルエチレンオキサイドグリシジルエーテ
ル、ｔ－ブチルフェニルグリシジルエーテル等が挙げられる。
【００４６】
　脂肪族エポキシ化合物は、例えば、アリルグリシジルエーテル、２－エチル－ヘキシル
グリシジルエーテル、１，４－ブタンジオ－ルのジグリシジルエーテル、ネオペンチルグ
リコールのジグリシジルエーテル、１，６－ヘキサンジオ－ルのジグリシジルエーテル、
グリセリンのトリグリシジルエーテル、トリメチロ－ルプロパンのトリグリシジルエーテ
ル、ポリエチレングリコールのジグリシジルエーテル、ポリプロピレングリコールのジグ
リシジルエーテル、エチレングリコール、ポリプロピレングリコール、およびグリセリン
等の脂肪族多価アルコールに対して１種または２種以上のアルキレンオキサイド（エチレ
ンオキサイドやポリプロピレンオキサイド）を付加することで得られるポリエーテルポリ
オ－ルのポリグリシジルエーテル等が挙げられる。
【００４７】
　脂環式エポキシ化合物は、例えば、１，２－エポキシ－４－ビニルシクロヘキサン、１
，２：８，９ジエポキシリモネン、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３，４－エ
ポキシシクロヘキサンカルボキシレート、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル－５，
５－スピロ－３，４－エポキシ）シクロヘキサン－メタ－ジオキサン、ビス（３，４－エ
ポキシシクロヘキシルメチル）アジペ－ト、ビス（３，４－エポキシ－６－メチルシクロ
ヘキシルメチル）アジペ－ト等が挙げられる。
【００４８】
　エポキシ化合物は、エポキシ当量が３０～３０００ｇ／ｅｑ程度であり、５０～１５０
０ｇ／ｅｑが好ましい。エポキシ当量が３０ｇ／ｅｑ以上になると接着層の柔軟性、およ
び剥離強度がより向上する。また、３０００ｇ／ｅｑ以下になると硬化性と剥離強度がよ
り向上する。
【００４９】
　本発明の接着剤は、光重合開始剤を含む。光重合開始剤は、光ラジカル重合開始剤、光
カチオン重合開始剤、光アニオン重合開始剤が好ましい。
　光ラジカル重合開始剤は、例えば、ベンゾフェノン化合物、モノカルボニル化合物、ジ
カルボニル化合物、アセトフェノン化合物、ベンゾインエーテル化合物、アシルフォスフ
ィンオキシド化合物、アミノカルボニル化合物等が好ましい。
　光ラジカル重合開始剤の市販品を挙げると、例えば、イルガキュア－１８４、９０７、
６５１、１７００、１８００、８１９、３６９、２６１、ＤＡＲＯＣＵＲ－ＴＰＯ（以上
、ＢＡＳＦ社製）、ダロキュア－１１７３（メルク社製）、エザキュア－ＫＩＰ１５０、
ＴＺＴ（日本シイベルヘグナ－社製）、カヤキュアＢＭＳ、カヤキュアＤＭＢＩ、（以上
、日本化薬社製）等が挙げられる。
【００５０】
　光カチオン重合開始剤は、例えば、芳香族スルホニウム化合物、芳香族ヨードニウム化
合物、メタロセン化合物等が好ましい。
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　光カチオン重合開始剤の市販品を挙げると、例えば、ＵＶＡＣＵＲＥ１５９０（ダイセ
ル・サイテック社製）、ＣＰＩ－１１０Ｐ（サンアプロ社製）等のスルホニウム塩やＩＲ
ＧＡＣＵＲＥ２５０（ＢＡＳＦ社製）、ＷＰＩ－１１３（和光純薬工業社製）、Ｒｐ－２
０７４（ローディア・ジャパン社製）等のヨードニウム塩が挙げられる。
【００５１】
　光アニオン重合開始剤は、例えば、ウレタン化合物、α―アミノケトン系化合物、４級
アンモニウム系化合物、О―アシルオキシム系化合物等が好ましい。
　光アニオン重合開始剤の市販品を挙げると、例えば、ＷＰＢＧ－１６５、ＷＰＢＧ－０
１８、ＷＰＢＧ－１７２、ＷＰＢＧ－１４０、ＷＰＢＧ－１６６、ＷＰＢＧ－０２７、Ｗ
ＰＢＧ－０８２、ＷＰＢＧ－１６７、ＷＰＢＧ－１６８、ＷＰＢＧ－２６６（以上、和光
純薬工業社製）等が挙げられる。
【００５２】
　光重合開始剤は、接着剤１００質量％中に０．１質量％以上１０質量％以下を含むこと
が好ましく、０．５質量％以上５質量％以下がより好ましい。
【００５３】
　本発明の接着剤は、必要に応じて、さらに光増感剤、アミン系触媒、リン系触媒、フィ
ラー、帯電防止剤、老化防止剤、酸化防止剤、粘着付与剤、アンチブロッキング剤、消泡
剤、可塑剤、シランカップリング剤、チタンカップリング剤等を含有できる。
【００５４】
　本発明の接着剤は、樹脂の寸法安定性の制御の観点から、２５℃での粘度が、１～２０
００ｍＰａ・ｓであることが好ましく、１０～１５００ｍＰａ・ｓがより好ましく、２０
～１０００ｍＰａ・ｓがさらに好ましい。なお、粘度は、Ｅ型コーンプレート粘度計を使
用し、１°３４’×Ｒ２４ローターで１０回転／１分で測定した、回転開始１分後の数値
である。
【００５５】
　本発明の積層体は、基材（Ａ）、活性エネルギー線重合性接着剤の硬化物である接着層
、および基材（Ｂ）を備えている。
【００５６】
　積層体の形成は、基材（Ａ）上に接着剤を塗工して形成した被膜上に、基材（Ｂ）を貼
り合わせる。活性エネルギー線の照射は、任意のタイミングで行う。例えば、接着剤の塗
工時、基材（Ｂ）を積層した後に活性エネルギー線を照射することができる。これらの中
でも基材（Ｂ）を積層した後活性エネルギー線を照射して硬化することが好ましい。その
ため基材（Ａ）および基材（Ｂ）のうち少なくとも一方が活性エネルギー線による硬化反
応を阻害しないこと（透過できること）が好ましい。
【００５７】
　基材（Ａ）および基材（Ｂ）は、フィルム状基材を使用することが好ましい。フィルム
状基材は、例えばセロハン、各種プラスチックフィルム、および紙等が挙げられる。なか
でも、透明なプラスチックフィルムの使用が好ましい。また、フィルム状基材は、フィル
ムが透明であれば、単層または、複数の基材を積層した多層構造を有するものであっても
良い。
【００５８】
　透明フィルムは、例えばポリビニルアルコールフィルム、ポリトリアセチルセルロース
フィルム、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリシクロオレフィン、およびエチレン－酢
酸ビニル共重合体などのポリオレフィン系フィルム；ポリエチレンテレフタレートおよび
ポリブチレンテレフタレートなどのポリエステル系フィルム；ポリカーボネート系フィル
ム、ポリノルボルネン系フィルム、ポリアリレート系フィルム、ポリアクリル系フィルム
、ポリフェニレンサルファイド系フィルム、ポリスチレン系フィルム、ポリビニル系フィ
ルム、ポリアミド系フィルム、ポリイミド系フィルム、並びにポリオキシラン系フィルム
等が挙げられる。
　積層体の構成は、例えば基材（Ａ）に透明フィルムまたは透明ガラス板を使用すれば、
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基材（Ｂ）として活性エネルギー線が透過し難い基材、例えば、木材、金属板、プラスチ
ック板、紙加工品等を使用しても良い。
【００５９】
　基材の厚さは、通常５～５００００μｍである。
【００６０】
　塗工は、公知の塗工装置を使用できる。例えば、マイヤーバー、アプリケーター、刷毛
、スプレー、ローラー、グラビアコーター、ダイコーター、マイクログラビアコーター、
リップコーター、コンマコーター、カーテンコーター、ナイフコーター、リバースコータ
ー、スピンコーター等が挙げられる。
【００６１】
　活性エネルギー線は、紫外線を含む波長ないし光が好ましく、１５０～５５０ｎｍがよ
り好ましい。活性エネルギー線の光源は、例えば、低圧水銀灯、中圧水銀灯、高圧水銀灯
、超高圧水銀灯、ケミカルランプ、ブラックライトランプ、マイクロウェ－ブ励起水銀灯
、ＬＥＤランプ、キセノンランプ、およびメタルハライドランプ等が挙げられる。
【００６２】
　活性エネルギー線の照射強度は、１０～５００ｍＷ／ｃｍ２が好ましい。照射強度と照
射時間の積として表される積算照射量は、１０～５０００ｍＪ／ｃｍ２が好ましく、３０
～４０００ｍＪ／ｃｍ２がより好ましい。
【００６３】
　接着層の厚さは、０．１～６μｍが好ましく、０．１～３μｍがより好ましい。接着層
の厚さが、上記範囲内であると剥離強度がより向上する。
【００６４】
　積層体の実施態様を挙げると、例えば透明フィルム／接着層／透明フィルム、又は透明
フィルム／接着層／透明フィルム／接着層／透明フィルムといった、複数の透明フィルム
を積層して得られるシ－ト状の多層フィルムが好ましい。また、他の実施態様は、透明フ
ィルム／接着層／透明フィルム／接着層／透明フィルム／接着層／透明フィルムといった
シ－ト状の多層フィルムを、ガラス又は光学シートといった他の光学部材に接着した構成
も好ましい。これらの積層体は、活性エネルギー線重合性接着剤を、基材の片面、あるい
は両面から照射し、接着層を硬化させた態様である。
【００６５】
　また、本発明の積層体は、光学用途に使用することが好ましく、偏光板として使用する
ことがより好ましい。
【００６６】
　光学用途とは、液晶表示装置、ＰＤＰモジュ－ル、タッチパネルモジュ－ル、および有
機ＥＬモジュ－ル等に使用する用途である。係る用途に使用するのは光学用積層体という
。光学用積層体は、第一の基材および第二の基材の少なくとも一方に光学フィルムを使用
する。光学フィルムは、例えばハ－ドコ－トフィルム、帯電防止コ－トフィルム、防眩コ
－トフィルム、偏光フィルム、位相差フィルム、楕円偏光フィルム、反射防止フィルム、
光拡散フィルム、輝度向上フィルム、プリズムフィルム（プリズムシ－トともいう）、加
飾フィルム（タッチパネル用充填シ－トを意味する）、および導光フィルム（導光板とも
いう）等が挙げられる。
【００６７】
　本発明の偏光板は、偏光子、活性エネルギー線重合性接着剤の硬化物である接着剤層、
および保護フィルムを備えている。
　偏光子は、通常ポリビニルアルコールフィルム等を用いる。偏光子の厚さは、通常２～
２００μｍ程度である。
【００６８】
　保護フィルムは、例えばポリアセチルセルロース系フィルムであるポリトリアセチルセ
ルロース系保護フィルム（以下、「ＴＡＣフィルム」という）、ポリノルボルネン系フィ
ルムであるポリシクロオレフィン系フィルム、ポリアクリル系フィルム、ポリカーボネー
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ト系フィルム、ポリエステル系フィルム等が挙げられる。
　保護フィルムの厚さは、通常５～２００μｍ程度である。
【００６９】
　他に事項は既に積層体で説明した通りである。
【００７０】
　偏光板の作製方法の例を以下説明する。
【００７１】
（１）第一の保護フィルムの一方の面に、接着剤を塗工し、第１の接着層を形成し、第２
の透明フィルムである保護フィルムの一方の面に、接着剤を塗工し、第２の接着層を形成
する。次いで、ポリビニルアルコール系偏光子の両面に、第１の接着層および第２の接着
層を、同時または順次重ね合わせた後、活性エネルギー線を照射し、第１の接着層および
第２の接着層を重合硬化し、それぞれ接着層を形成して製造する方法。
【００７２】
（２）ポリビニルアルコール系偏光子の一方の面に、接着剤を塗工し、第１の接着層を形
成し、形成された第１の接着層の表面を第１の保護フィルムで覆い、次いでポリビニルア
ルコール系偏光子の他方の面に、接着剤を塗工し、第２の接着層を形成し、形成された第
２の接着層の表面を第２の保護フィルムで覆い、活性エネルギー線を照射し、第１の接着
層および第２の接着層を重合硬化し、それぞれ接着層を形成して製造する方法。
【００７３】
（３）第１の保護フィルムとポリビニルアルコール系偏光子を重ねた端部および、ポリビ
ニルアルコール系偏光子の第１の保護フィルムと接しない面に重ねた第２の保護フィルム
の端部に接着剤を入れた後、２本のロ－ルの間を通過させ各層間に接着剤を広げる。次に
活性エネルギー線を照射し、接着剤を重合硬化し、それぞれ接着層を形成して製造する方
法。なお作製方法は、これらに限定されないことは言うまでもない。
【実施例】
【００７４】
　以下、実施例を示して本発明を更に具体的に説明するが、本発明はこれらによって限定
されるものではない。なお「部」は「重量部」であり、「％」は「重量％」を表す。表中
の配合量は、重量部である。
【００７５】
［実施例１］
＜活性エネルギー線重合性接着剤の製造例＞
　遮光された容量３００ｍＬのガラス瓶に、モノマー（Ａ）として４－ヒドロキシブチル
アクリレート（大阪有機化学工業社製　４－ＨＢＡ）３０部、モノマー（Ｂ）としてラウ
リルアクリレート（大阪有機化学工業社製　LＡ）１０部、モノマー（Ｃ）としてネオペ
ンチルグリコールジアクリレート（共栄社化学社製　ライトアクリレートＮＰ－Ａ）４０
部、オリゴマー（Ｄ）としてＵＶ３０００Ｂ（日本合成化学工業社製、ポリウレタン系ア
クリレートオリゴマー）１２部、アルコキシシラン（Ｅ）として２－（３，４－エポキシ
シクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン（信越化学社製　商品名ＫＢＥ－３０３）３
部、光重合開始剤としてイルガキュア１８４（ＢＡＳＦ社製　光ラジカル重合開始剤）３
部、ＣＰＩ－１１０P（サンアプロ社製　カチオン重合開始剤）２部を加え、十分に攪拌
と脱泡を行い、活性エネルギー線重合性接着剤を得た。
【００７６】
［実施例２～３３、比較例１～５］
　実施例１の原料およびその配合量を表１～表３に記載された通りに変更した以外は、実
施例１と同様に行うことで、それぞれ実施例２～３３、ならびに比較例１～５について活
性エネルギー線重合性接着剤を得た。
【００７７】
　実施例１～３３、ならびに比較例１～５で得られた活性エネルギー線重合性接着剤を用
いて、下記の積層体を作製した。
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【００７８】
＜積層体Ａの製造例＞　　　　　　　　　　　
　透明フィルムとして、アクリルフィルム（厚さ５０μｍ　ＨＢＤ－００２　三菱レイヨ
ン社製）、および、ポリノルボルネン系フィルム（厚さ１００μｍ　紫外線吸収剤非含有
、日本ゼオン社製）を使用した。２枚の透明フィルムの接着層形成面に３００Ｗ・分／ｍ
２の放電量でコロナ処理を行った。その後１時間以内に、前記アクリルフィルムのコロナ
処理面上に、活性エネルギー線重合性接着剤を、ワイヤーバーコーターを用いて、厚みが
４μｍとなるように塗工して被膜を形成した。さらに前記ポリノルボルネン系フィルムの
コロナ処理面を重ねた上で、アクリルフィルム面を下にしてブリキ板上に置き、さらにフ
ィルムの四方をセロハンテープで、ブリキ板に固定した。
次いで活性エネルギー線照射装置（東芝社製　高圧水銀灯）を使用してコンベア速度５ｍ
／分の条件で、最大照度５００ｍＷ／ｃｍ２、積算光量５００ｍＪ／ｃｍ２の紫外線を、
前記ブリキ板のポリノルボルネン系フィルム側から照射して、被膜を硬化することで積層
体Ａ１を作製した。
【００７９】
　別途、コンベア速度１８ｍ／分の条件で、紫外線照射条件を最大照度５００ｍＷ／ｃｍ
２、積算光量１５０ｍＪ／ｃｍ２に変更した以外は上記と同様の方法で行うことで積層体
Ａ２を作製した。
【００８０】
＜積層体Ｂ（偏光板）の製造例＞
　第１の保護フィルムとして、のポリトリアセチルセルロース系フィルム（厚み８０μｍ
「フジタック：８０μｍ」、紫外線吸収剤含有、富士フィルム社製）を用い、第２の保護
フィルムとして、ポリノルボルネン系フィルムを使用した。第１および第２の保護フィル
ムの接着層形成面に３００Ｗ・ｍｉｎ／ｍ２の放電量でコロナ処理を行い、その後１時間
以内に、活性エネルギー線重合性接着剤を、各フィルムのコロナ処理面上に、ワイヤーバ
ーコーターを用いて厚みが４μｍとなるように塗工し、被膜を形成した。第１および第２
の保護フィルムに形成した接着層との間にポリビニルアルコール系偏光子を挟み、第１の
保護フィルム／被膜／ＰＶＡ系偏光子／被膜／第２の保護フィルムからなる積層体を得た
。次いで前記積層体の第１の保護フィルム面を下にしてブリキ板上に置き、この積層体の
四方をセロハンテ－プで固定し、ブリキ板に固定した。
【００８１】
　次いで活性エネルギー線照射装置（東芝社製　高圧水銀灯）を使用してコンベア速度５
ｍ／分の条件で、最大照度５００ｍＷ／ｃｍ２、積算光量５００ｍＪ／ｃｍ２の紫外線を
前記ブリキ板の第２の保護フィルム側から照射して、被膜を硬化し、接着層を形成するこ
とで積層体Ｂ１を作成した。
【００８２】
　遮光された容量３００ｍＬのガラス瓶に、モノマー（Ａ）として４－ヒドロキシブチル
アクリレート（大阪有機化学工業社製　４－ＨＢＡ）３０部、モノマー（Ｂ）としてラウ
リルアクリレート（大阪有機化学工業社製　LＡ）１０部、モノマー（Ｃ）としてネオペ
ンチルグリコールジアクリレート（共栄社化学社製　ライトアクリレートＮＰ－Ａ）４０
部、オリゴマー（Ｄ）としてＵＶ３０００Ｂ（日本合成化学工業社製、ポリウレタン系ア
クリレートオリゴマー）１２部、アルコキシシラン（Ｅ）として２－（３，４－エポキシ
シクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン（信越化学社製　商品名ＫＢＥ－３０３）３
部、光重合開始剤としてイルガキュア１８４（ＢＡＳＦ社製　光ラジカル重合開始剤）３
部、ＣＰＩ－１１０P（サンアプロ社製　カチオン重合開始剤）２部を加え、十分に攪拌
と脱泡を行い、活性エネルギー線重合性接着剤を得た。
【００８３】
　別途、コンベア速度１８ｍ／分の条件で、紫外線照射条件を最大照度５００ｍＷ／ｃｍ
２、積算光量１５０ｍＪ／ｃｍ２に変更した以外は上記と同様の方法で行うことで積層体
Ｂ２を作製した。
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【００８４】
　積算光量５００ｍＪ／ｃｍ２で作製した積層体Ａ１、積層体Ｂ１は、剥離強度、熱水経
時後剥離強度および熱経時後剥離強度を評価した。積算光量１５０ｍＪ／ｃｍ２で作製し
た積層体Ａ２、積層体Ｂ２は、剥離強度のみ評価した。結果を表１～表３に示す。
【００８５】
＜剥離強度＞
　剥離強度は、ＪＩＳ　Ｋ６　８５４－４　接着剤－剥離接着強さ試験方法－第４部：浮
動ローラー法に準拠して測定した。
　即ち、得られた積層体Ａ１を、幅２５ｍｍ×縦１５０ｍｍの大きさの準備し測定用サン
プルとした。次いで測定用サンプルのポリノルボルネン系フィルム面に両面粘着テ－プ（
トーヨーケム社製ＤＦ８７１２Ｓ）を貼り付け、さらにラミネータを用いて金属板上に貼
り付けた。次いで前記測定用サンプルのポリノルボルネン系フィルムとアクリルフィルム
との間に剥離用の切欠を作製した。前記測定用サンプルを２３℃、相対湿度５０％の条件
下で、３００ｍｍ／分の速度、９０°の角度で、剥離強度を測定した。
積層体Ａ２について積層体Ａ１と同様に行い剥離強度を測定した。
　積層体Ｂ１について、第２の保護フィルム面を金属板上に貼り付け、さらにＰＶＡ系偏
光子と第２の保護フィルムとの間に剥離用の切欠を作製した以外は、上記同様に剥離強度
を測定した（第１の保護フィルム／接着層／ＰＶＡ系偏光子の積層体を引き剥がした）。
積層体Ｂ２について積層体Ｂ１と同様に行い剥離強度を測定した。なお、剥離強度は、下
記の基準で評価した。
　　◎：剥離不可、あるいは基材破壊　（極めて良好）
　　○：剥離強度が２．０（Ｎ／２５ｍｍ）以上　（良好）
　　△：剥離強度が１．０（Ｎ／２５ｍｍ）以上２．０（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（使用可
）
　　×：剥離強度が１．０（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（使用不可）
【００８６】
＜熱水経時後剥離強度＞
　積層体Ａ１について、前記＜剥離強度＞と同様に測定サンプルを作製した。前記測定サ
ンプルを６０℃のイオン交換水の入ったマヨネーズ瓶中に完全に沈めて２４時間保管した
。次いで測定サンプルを水中から取り出して水分を拭き取り、２３℃、相対湿度５０％の
条件下で２４時間保管した。次いで測定サンプルを上記＜剥離強度＞と同様に行い剥離強
度を測定した。
　積層体Ｂ１について、前記積層体Ａ１と同様に行い剥離強度を測定した。なお、剥離強
度は、下記の基準で評価した。
　　◎：剥離強度が１．５（Ｎ／２５ｍｍ）以上　（極めて良好）
　　○：剥離強度が１．０（Ｎ／２５ｍｍ）以上１．５（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（良好）
　　△：剥離強度が０．５（Ｎ／２５ｍｍ）以上１．０（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（使用可
）
　　×：剥離強度が０．５（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（使用不可）
【００８７】
＜熱経時後剥離強度＞
　積層体Ａ１について、前記＜剥離強度＞と同様に測定サンプルを作製した。前記測定サ
ンプルを８０℃の恒温槽に２００時間保管した。その後、２３℃、相対湿度５０％の条件
下で２４時間保管した。次いで測定サンプルを上記＜剥離強度＞と同様に行い剥離強度を
測定した。
　積層体Ｂ１について、前記積層体Ａ１と同様に行い剥離強度を測定した。なお、剥離強
度は、下記の基準で評価した。
　　◎：剥離不可、あるいは基材破壊　（極めて良好）
　　○：剥離強度が２．０（Ｎ／２５ｍｍ）以上　（良好）
　　△：剥離強度が１．０（Ｎ／２５ｍｍ）以上２．０（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（使用可
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）
　　×：剥離強度が１．０（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（使用不可）
【００８８】
　以下、実施例で使用した材料とその略号を示す。
＜モノマー（Ａ）＞
４－ＨＢＡ：４－ヒドロキシブチルアクリレート
ＨＰＡ：２ーヒドロキシプロピルアクリレート
ＨＥＭＡ：ヒドロキシエチルメタクリレート
ＨＥＡ：２ーヒドロキシエチルアクリレート
【００８９】
＜モノマー（Ｂ）＞
ＳＴＡ：ステアリルアクリレート
ＬＡ：ラウリルアクリレート
ＡＥＨ：２ーエチルヘキシルアクリレート
ＩＮＡＡ：イソノニルアクリレート
【００９０】
＜モノマー（Ｃ）＞
ライトアクリレートＮＰ－Ａ：ネオペンチルグリコールジアクリレート（共栄社化学社製
）
Ｍ２３２：トリエチレングリコールジアクリレート（ＭＩＷＯＮ社製）
Ｍ２１５：イソシアヌル酸エチレンオキサイド変性ジアクリレート（東亞合成社製）
Ｍ３００：トリメチロールプロパントリアクリレート（ＭＩＷＯＮ社製）
ＴＭＰＴ：トリメチロールプロパントリメタクリレート（新中村化学工業社製）
Ｍ４１０：ジトリメチロールプロパンテトラアクリレート（ＭＩＷＯＮ社製）
ＵＶ３０００Ｂ：ポリウレタン系アクリレートオリゴマー（日本合成化学工業社製）
ＣＮ２９６：ポリエステル系オリゴマー（ダイセル・オルネクス社製）
ＣＮ２２７１：ポリエステル系オリゴマー（ダイセル・オルネクス社製）
ＥＢＥＣＲＹＬ８６０：エポキシ系アクリレートオリゴマー（ダイセル・オルネクス社製
）
【００９１】
＜化合物（Ｅ）＞
ＫＢＥ－４０２：３－グリシドキシプロピルメチルジエトキシシラン（信越化学社製）
ＫＢＥ－４０３：３－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン（信越化学社製）
ＫＢＭ－３０３：２－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン（
信越化学社製）
ＫＢＭ－４０３：３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン（信越化学社製）
ＫＢＥ－５１０３：３－アクリロキシプロピルトリメトキシシラン（信越化学社製）
ＫＢＭ－５０３：３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン（信越化学社製）
ＫＢＥ－１００３：ビニルトリエトキシシラン（信越化学社製）
【００９２】
＜光重合開始剤＞
・イルガキュア１８４：２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニル－プロパン－１－オ
ン　光ラジカル開始剤（α－ヒドロキシアルキルフェノン骨格、ＢＡＳＦ社製）
・イルガキュア６５１：２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェニルエタン－１－オン　光
ラジカル開始剤（ベンジルジメチルケタール骨格、ＢＡＳＦ社製）
・イルガキュア８１９：ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニルフォスフ
ィンオキサイド　光ラジカル開始剤（アシルフォスフィンオキサイド骨格、ＢＡＳＦ社製
）
・ＣＰＩ－１１０Ｐ：p-フェニルチオフェニルジフェニルスルホニウムヘキサフ
ルオロフォスフェート　光カチオン開始剤（スルホニウム塩系、サンアプロ社製）
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【００９３】
＜エポキシ基含有モノマー＞
ＥＸ－８３０：ポリエチレングリコールジグリシジルエーテル（ナガセケムテックス社製
）
ＥＸ－２１２：１、６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテル（ナガセケムテックス社
製）
【００９４】
【表１】
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【００９５】
【表２】

【００９６】
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【表３】

【００９７】
　表１～３の結果より実施例１～３３は、低照射量（１５０ｍＪ／ｃｍ２）で良好な剥離
強度が得られ、熱水経時後剥離強度および熱経時後剥離強度で良好な結果が得られた。
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